
Webパブリッシングにおけるアジア諸言語の文字情報
アジア諸言語語学教育 CAIのための文字表示システム開発を通じて

永崎　研宣�

1 はじめに

WWW(World Wide Web)においてアジア諸言語の多様な文字による情報を共有する

方法は様々に模索され、いくつもの方法が提案されている。しかしながら、それらは

どれも一長一短であり、現状の様々な環境の大半において容易に利用可能な方法が方

法が確立されているとは言い難い状況である。アジア諸言語のための語学教育CAIプ

ログラムの作成に携わっていた筆者が必要としたのは、データの編集が容易で、短い

単語や文章の表示にあたってはあまり問題にならないような表示/実行速度を備えた方

法であり、かつ、多少古い環境でもうまく動作するような方法であった。これにうま

く適合するものが提供されていなかったため、こうしたニーズをうまく満たした、ア

ジア諸言語の文字による情報を共有するためのシステムを独自に構築したのである。

本稿では、現状において利用可能な、WWWにおけるアジア諸言語の文字情報共有の

手法について概観した上で、筆者が構築した多言語文字情報共有システムを紹介し、

それを通じて、WWWにおけるアジア諸言語の文字情報共有の現状と今後について検

討してみたい。

1.1 コンピュータと多言語文字環境

近年、コンピュータ上で多言語文字情報を処理する仕方は、だいぶん容易になって

きた。。Microsoft Windowsを用いればある程度までは簡単にできるようになっており、

また、Apple社では Language kitという形で1) それを実現している。また、早稲田国

際化・多言語環境 (System 1) 2) や超漢字3) など、様々な方面からの試みもなされてい
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1) MacOS 9に付属する Language kitでサポートしているのは、アラビア語、ヘブライ語、デーヴァナー
ガリ─文字、中央ヨーロッパ諸語、キリル文字、グジャラティー文字、パンジャビー文字、韓国語、
中国語（繁体字・簡体字）となっている。さらに、これ以外にも、たとえば、チベット語では Tibetan
Language Kit for MacOSがある。http://www.toyo-bunko.or.jp/Tibetan/WS/TibtanLanguageKit.html

2) System 1は、早稲田大学が中心となって開発されてきたものであり、現在のところ、UNIX等で主
に用いられている X window環境向けに実装がすすめられている。

http://mling1.kake.info.waseda.ac.jp/system1/
3) 超漢字 3は、TRONプロジェクトの一貫として産み出された Operation Systemで、GT書体フォン
ト（GT書体フォントは日本学術振興会の未来開拓学術研究推進事業「マルチメディア通信システ
ムにおける多国語処理の研究」プロジェクト (http://www.l.u-tokyo.ac.jp/GT/)の成果である。なお、
超漢字 2 では今昔文字鏡 (http://www.mojikyo.org/)を採用していた）などを取り込むことで多くの
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る。また、アプリケーションとしても様々なものが開発されている。GNUプロジェク

トが開発しているGNU Emacs 4)は、メールやWWWも含めた多言語環境を可能とす

るエディタとして有名である。UNITYPE 5) の開発しているUnitype Global Writerは、

100以上の言語に対応している多言語ワープロソフトである。さらに同社は、Microsoft

Officeの多言語対応アドオンソフトとしてUnitype Global Officeもリリースしている。

2 WWWにおけるアジア諸言語文字情報の共有

ここまでみてきたように、コンピュータ上でアジア諸言語を含む多言語文字環境を

実現する方法は、どれも完全とはいえないにせよ、すでに様々な方法が提供されてい

る。しかしながら、WWW (World Wide Web)を利用したWebパブリッシングにおい

てはやや事情が異なる。

2.1 前提となる環境について

WWWはWebブラウザを介してインターネット上で情報を共有する仕組みであり、

HTMLを用いるということ意外には特に規定はなく、HTMLを用いるということです

ら強制力を持っているわけではない。すなわち、様々な異なった環境が共存していると

いうことを前提としなければならず、そこで情報を発信しようとするなら、それらの中

から最大公約数的なものを見いだしていかねばならない。多言語文字情報を現存する

Webブラウザの中でも比較的よく使われているものには、Internet Explorer、Netscape

Communicator、Netscape6、Mozilla、lynx、w3m、GNU Emacsなどがある。6)

また、Webブラウズに利用されるOSとしては、MS-Windows、Macintosh、Linuxと

いったところが優勢である。7)

こうしたことから、大勢としては、MS-Windows環境で Internet ExplorerかNetscape

の利用を想定しておけばよく、多少マイナーな環境に配慮するとしても、OSとして、

Linux、Macintoshまで考えておけばかなりの部分を網羅できることになろう。した

がって、本稿では、Webブラウザとしては Internet Explorer及びNetscapeを、OSとし

文字を使える環境を実現している。(http://www.chokanji.com/)超漢字 3のアプリケーションとして
「超漢字ウェブサーバ」というものが発売されているが、これについては後述する。しかし、「アラ
ビア語やヘブライ語など、特殊な書記方向の言語には対応しておりません。文字単位でのご利用
になります。とのことである。この点については、超漢字 2 への言及ではあるが、「超漢字管見」
(http://www.horagai.com/www/den/kankenN.htm)などを参照。

4) http://www.gnu.org/software/emacs/emacs.html
5) http://www.unitype.com/unitype.htm
6) たとえば、筆者が個人的に運営する人文科学系学術向けのサイト、philosophy.onweb.toにおける 2001
年 3 月のアクセスログを見るなら、36588 件中、MS-IE 21027 件 (57.5Netscape(Mozilla) 10209 件
(27.9JAVAの利用が可能なWebブラウザで 85その他の中には、サーチエンジンのロボットによるアク
セスも多く含まれている。また、WebSideStoryの一部門でWebアクセスデータの分析を行っている
Starmarketの 2001年 2月 21日の調査によると、IEが 87.71( http://statmarket.com/SM?c=stat022201
)

7) 前出の筆者のサイトのアクセスログでは、36588件中、MS-windows 23750件 (64.9
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ては、MS-Windows、Linux及びMacintoshを主に念頭に置くことにする。

2.2 Webパブリッシングにおけるアジア諸言語文字情報の方法について

Webパブリッシングにおいてアジア諸言語の文字情報を共有する方法には、すでに

様々なものが用意されている。情報受信者側で特別なものを用意しなくともアジア諸

言語の文字情報を共有できる仕組みとして現在利用されている主なものとしては、

a. Fontのダウンロード b. Font Embedding(PDFを含む) c. JAVA Appletを利用する

d. 文字を画像として表示する

といったものが挙げられよう。8)

しかしながら、筆者の携わっていたアジア諸言語向け語学教育CAIプログラム9) に

おいて求められていた、

� 問題データファイルをエディタやワープロで簡単に編集できる。

� WWWからでも問題データの作成ができる。

� 性能の低いコンピュータでも比較的はやく動く10)

� なるべく様々な環境で動作できる

といった条件を現状において満たし得るのは d.のやり方だという結論に達したのだ

が、まずは以下に一つずつ検討してみよう。

a. Fontをダウンロード

言語ごとに専用のフォントをダウンロードするという方法である。11) この方法は、

同じ環境同士ならば完全に問題なく利用可能だが、OS等が異なった場合、インストー

ルできないといった問題が生ずることがある。また、そのフォントを用いてデータを

編集しなければならないため、編集の際、そのフォントに対応したエディタやワープ

ロソフト等を用意しなければならない。今回のCAIプログラムでは、問題データを通

常のエディタやワープロソフト等でも容易に扱えることを目的としていたため、この

方法は採用しなかった。
8) 1997年 8月に出版された三上吉彦・関根謙司・小原信利『マルチリンガルWebガイド』(オーム社)
では、当時行われていた様々な多言語Webページ構築の方法が紹介されている。Fontをダウンロー
ドする方法のみならず、すでに、JAVA Appletを利用したものや PDFを利用したもの、PostScriptを
利用したものなど、様々な方法が具体的に挙げられている。

9) この語学教育 CAIプログラムは、筑波大学（当時）の山元啓史氏が開発していた、Web利用型のド
リル形式のものであり、ddf(drill data format)と呼ばれるテキストベースの簡易なデータフォーマッ
トを用いることで、問題作成をエディタやワープロ等でも容易にできるようにしたところに一つの
特徴がある。筆者は東京外大 AA研峰岸真琴氏の指導の元、このプログラムをアジア諸言語の文字
に対応させ、かつ、コンピュータにさほど詳しくない人でも、問題作成をWebからでもワープロ・
エディタ等でも容易に行えるように改良を加えたのである。これについての詳細は別稿を期したい。

10) これは、具体的に数値を挙げることはできないが、件の CAIプログラムを、新しいコンピュータを
導入する機会のないところでも満足に使えるようにしたいとの考えからである。

11) 筆者の知る限りでは、特にインドのサイトではこの方法を用いているところが未だに少なくない。
インドでは、互いに互換性のない様々な文字コード/フォントが存在することがその一つの理由だと
思われる。
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b. Font Embedding

Webページにフォントを埋め込むという方法にはMicrosoftのWeb Embedding Fonts

Tool 12)とNetscapeのDynamic Fonts 13)がある。これらの技術は、当初は、より自由

度の高いデザインをしたいというニーズに基づいて、情報受信者側に存在しないフォ

ントでも自由に利用できるようにしたものなのだが、まったく異なる言語のフォント

を埋め込むことも可能であったため、アジア諸言語の多言語文字表示にも用いられる

ことになったようである。14)

　これらの技術では、Webページ中にフォントを埋め込んでしまうので、Webページ

を閲覧するユーザにとっては非常に簡単である。また、画像データを作成するのに比

べてデータサイズが小さくなるというメリットもある。ただ、この技術は、比較的新し

いWebブラウザ15)が必要となる。また、フォントそのものを配布してしまうことにな

るため、場合によっては著作権上の問題が生じることもある。PDF(Portable Document

Format) 16)は、Acrobat Readerさえあればどこでもまったく同じドキュメントを閲覧

できることを特徴としており、そのために用意されているフォント埋め込み機能を用

いることで、様々な言語を共有することも可能である。PDFはレイアウトを完全に再

現できるため、クライアントに依存しないレイアウトを必要とするドキュメントで多

言語文字を扱う際にしばしば用いられている。ただ、これらの方法では、a.と同様、

今回のCAIプログラムで利用できるような形でのドキュメントを作成するのがあまり

簡単でないことから、採用には至らなかった。

c. Java Appletを利用する

Internet Explorerや Netscapeでは、はやくから JAVAが利用可能になっており、ま

た、JavaがUnicodeを簡単に利用できることから、クライアント側で何も用意せずに

済む多言語文字表示の方法として、Java Appletは 97年頃にはすでに利用されていた

ようである。『マルチリンガルWebガイド』では、97年当時の Java Appletの利用例と

して、ペルシャ語、トルコ語、タミル語、中国語、韓国語を挙げている。また、前田

亮氏により、受信者側でフォントを用意しなくとも日本語等を表示・入力できるシス

テムの開発も行われている。17)また、AA研においては、フィジー語やチベット語を

12) http://www.microsoft.com/typography/web/embedding/
13) http://www.truedoc.com/webpages/intro/

Dynamic Fontsは、Bitstream WebFont Playerをインストールすることで、Internet Explorer 4.0以
降でも利用可能である。ただし、Netscapeの新バージョンである Netscape6では Dynamic Fontsを
サポートしていない。(http://home.netscape.com/eng/mozilla/ns6/relnotes/6.0.html) Netscape6の今後の
バージョンが Dynamic Fontsを採用していくのかどうかに注目する必要があろう。

14) たとえば、ヒンドゥー教寺院の Web サイト、Mata Vaishno Devi 寺院 http://www.anugraphics.com/
vaishnodevi/では、Dynamic Fontsを利用してデーヴァナーガリーを表示しており、MS-Windowsで
Netscape Communicatorを用いれば、そのままの環境でヒンディー語が表示される。

15) WEFTは IE ver. 4以上、Dnyamic Fontsは Netscape 4.03以上、もしくは IE ver. 4以上となってい
る。ただし、IEで利用するには新たにソフトをダウンロードする必要がある。

16) http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/adobepdf.html
17) 前田亮，ミリアンダルトア，太田純，阪口哲男，杉本重雄，田畑孝「ブラウザ側にフォントを
必要としない多言語 HTML文書の提供システム」第 55回情報処理学会全国大会講演論文集, 1N-02,
pp. 68-69, Sep. http://db-www.aist-nara.ac.jp/ aki-mae/pub/annual55/annual55.html
前田亮, Myriam Dartois,太田純,藤田岳久,阪口哲男,杉本重雄,田畑孝一. クライアントにフォン
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WWW上で扱える Java Appletが同様の形で開発され、WWW電子辞書として公開さ

れている。18)チベット語に関してはWylie転写方式で入力し、それをチベット文字で

Web上に表示するというものだが、これを応用した Tibetan Writer 2000というWeb上

の入力・表示システムも公開されている。19) 筆者は、チェンナイ出張中 (2000年 12

月)にも、Java Appletを利用したタミル語の同種のものを確認した。これは、タミル

文字で利用することを目的とした E-mailサーバであり、メールの読み書きのインター

フェイスとして用意されているWebメーラーで Java Appletを用いてタミル文字が入

力できるようになっていた。タミル文字は様々な文字コードが混在しており、1997年

と 1999年の 2度の国際会議を経た上、タミル・ナードゥ州政府の肝いりで、ようやく

TAM/TABと呼ばれる規格が制定され、普及に向かっているという段階である。20)こ

のため、クライアント側にいちいち用意する必要がないこのWebメーラシステムは好

評のようだった。

このように、Java Appletは、多言語文字を表示するにあたって大変便利なものであ

る。ただ、現状では、比較的性能の低いコンピュータでの実行速度がかなり遅いとい

う問題があった。このため、Java Appletは今後の課題としつつ、今回のCAIプログラ

ムへの利用は見送ることにした。

d. 文字を画像として表示する

これはもっとも単純な方法である。 Internet ExplorerでもNetscapeでも、画像の表

示であれば、かなり初期のバージョンからでも可能であり、画像がそれほど大きくな

ければ、表示速度もあまり遅くはならない。とはいえ、文字を入力するたびに画像を

作ってファイル名をつけてそれにリンクしていくというのでは、やはり、簡単にデー

タを扱えるとは言い難い。

しかしながら、CGIプログラムを介することでASCII文字列を文字画像に置き換え

る方法という方法がすでに行われており21)、実行速度的にやや難があったのだが、こ

トを必要としない多言語 HTML文書ブラウジングシステム. 情報処理学会論文誌, Vo l. 39, No. 3, pp.
802-809, Mar. 1998. 他、前田亮氏による博士論文もWWWに公開されている。"Studies on Multilingual
Information Processing on the Internet. PhD thesis, Nara Institute of Science and Technology", Sep. 2000.
http://db-www.aist-nara.ac.jp/ aki-mae/pub/dthesis-e.pdf。

18) それぞれ、
フィジー語・英語・日本語学習用オンライン辞書

( http://www.aa.tufs.ac.jp/ ritsuko/1999/fiji/dictionary.html)
チベット語辞典編纂室

( http://www.aa.tufs.ac.jp/ hoshi/tibetjiten/jitenframe.html )
19) http://www.aa.tufs.ac.jp/ hoshi/dictionary/tibwrpro.html
20) タミルナードゥ州政府の IT 政策については「IT initiatives in Tamil Nadu」(http://www.tn.gov.in/

its0101.htm)を参照。なお、TAM/TAB(MONO LINGUAL CODING SCHEME FOR TAMIL / BILIN-
GUAL CODING SCHEME FOR TAMIL)規格においては、TAM規格は印刷用途を視野に入れ、母音
の文字と子音の文字を結合した形もコードの中に含まれており、TAB規格は、ASCII文字との共存
を考慮したものである。詳細については、http://www.tamilnet99.org/tabtam.htmを参照。

21) ペンシルヴァニア大学の Linguistic Data Consortiumでは、ASCII文字を入力すると IPAフォントを
GIF画像で提供してくれる IPA-GIF Server (http://www.ldc.upenn.edu/cgi-bin/sb/ipagif/ipagif.cgi)がす
でに公開されており、また、東北大学情報科学研究科の相場徹氏による「Play e漢字ページ」も、
サーバに漢字番号等を送信することで、京都大学人文科学研究所の e 漢字フォントを jpg や gif の
画像に変換して利用できるサービスを提供していた。
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の種の、サーバ側で画像を生成するシステムの場合、文字表示のための実行速度はク

ライアント側ではなくサーバ側に多くを依存することになるため、画像生成の速度の

問題さえ解決できれば現状ではベストな選択と言えそうだった。そこで、画像生成速

度が可能な限りはやくなるような形で、アスキーに転写した文字をWWWサーバに送

信するとその文字の画像を返してくる CGIプログラムの作成を試みることにした。

3 アジア諸語語学教育CAIプログラムのための文字表示システ

ムの開発

図 1: 「文字焼き」(多言語文字画像表示システム)

上に述べたように、このシステム22)は、技術そのものは実現可能であることがすで

にわかっていたため、既存の技術を利用していかに使いやすくかつ速いものにするか

というところに重点をおいて開発を行った。

22) このシステムは、「文字焼き」と名付けた。この名前は、AA研 COE研究員（当時）小林正人氏に
より発案されたものである。
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3.1 システムの構成

文字を画像として表示させるシステムは、主に、以下のフリーソフトを利用した Perl

スクリプトによる CGIプログラムとして作成した。

� Vine Linux2.0CR 23)

� Apache 24)

� Perl 25)

� mod_perl 26)

� ImageMagick 27)

中でも ImageMagickは、TruetypeフォントとUnicodeを引数で与えると該当する文字

を画像表示してくれるという機能を持っており、また、Perlのモジュールとしても動

作するようになっていたため、今回のシステムには大変有効であった。mod_perlは、

perlの CGIプロセスをWebサーバソフトのプロセスに組み込んでしまうことができ

るので、CGIによる文字画像生成の高速化に大変役立った。

3.2 各文字への対応

対応している言語（文字）は、2000年 6月以来、徐々に増え、現在は以下の通りで

ある。

� デーヴァナーガリー

� タイ文字

� チベット文字

� アラビア文字（アラビア語、ウイグル語)

� 日本語

以下に個々の版について解説する。

23) http://www.vinelinux.org/
24) http://www.apache.org/
25) http://www.cpan.org/
26) http://perl.apache.org/
27) http://www.imagemagick.org/
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3.2.1 デーヴァナーガリー版

デーヴァナーガリー版のシステムが一応の完成をみたのは 2000年の 6月である。

これは、CISA(Code for Indic scripts based on standard ASCII)28)という規格に基づき、

ASCII文字をCGIプログラムに与えると該当するデーヴァナーガリーを表示するとい

うものである。29)

図 2: 「文字焼き」(多言語文字画像表示システム)デーヴァナーガリー版

しかしながら、インドの文字、とりわけデーヴァナーガリーは、リガチャの数が大

変多い。子音同士がならぶと形が変化してしまうというケースが多いので、すべての

文字をそのまま用意しようとするとかなりの数になってしまう。そして、現在のとこ

ろ、Unicodeですべてがまかなわれているというわけではない。つまり、Unicodeとは

別にリガチャ表示のためにレンダリングエンジンが必要となってしまうのである。一

例として以下の図を挙げておく。30)

また、デーヴァナーガリーでは、iの母音では母音が子音字の前にくるという現象

や、rの後に子音字が続いた場合、rは子音字の上につく、といった現象がある。こう

いった場合、発音通りに表記し、文字のコードをその順番にならべたとしても、どこ

28) CISAは、東京外大 AA研の町田和彦氏による、南アジア言語のためのコード体系である。
29) デーヴァナーガリー版の、とくにヒンディー語に関しては、東京外大 AA研町田和彦氏に貴重なア
ドバイスをいただいた。

30) The Unicode Consortium: T̈he Unicode Standard Varsion3.0,̈ January 2000, p. 214.を参照。
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図 3: k + sha = ksh

かでそれを置き換える処理を行わないと正しい表示にならない。この場合にも、適切

な形でテキストを表示してくれるシステムが必要となってしまうのである。

今回のスクリプトでは、文字が細かい部分に別れているフォントを用い、組み合わ

せながら表示する方法を採った。入力された文字列を表示したい配列に変換してから

Unicodeの 16進数文字列に変換し、それを ImageMagickの Perlのモジュールに与え

てやることでデーヴァナーガリーを表示できるようにした。ただ、フォントのコード

割り当て自体はASCII文字列のコードを中心にしたものであり、また、リガチャにつ

いてもフォントで使ってない余ったコードを割り当てているだけだったため、実際の

Unicodeのデーヴァナーガリーと互換性を持たせることはできなかった。

先述したタミル文字では、こうした問題に対処できるように TAM/TABという体系

が開発されたのだが、タミル文字に比べ、デーヴァナーガリーのリガチャは比較にな

らないほど多いため、リガチャーを文字コードに含めるのは一大作業となってしまう。

ということから、フリーのフォントの多くは、リガチャーを作りやすい部品を提供す

るという形になっているものが多い。今回採用したものは部品を組み合わせて文字に

するタイプのものであった。31)

3.2.2 タイ文字版

タイ文字版32)は、東京外大AA研峰岸真琴氏が考案し、Thai TeXで用いられている

翻字体系に基づいて作成した。タイ文字には、デーヴァナーガリーと同様の、母音と

子音の前後関係が逆転するという現象があるが、これに関しては、Thai TeX用のスク

リプトの一部を借用することで解決した。33)

3.2.3 チベット文字版

チベット文字版はWylie転写方式を用いた。34)チベット文字は前後が入れ代わると

いうことはないが、基字に対して、有足字、有頭字、母音符号等といった形で上下に

様々な文字が追加されていくため、場合によっては、基字の形が変わってしまうこと

がある。そのため、今回のシステムでは結合した形もフォントとして用意しておく必

要が生じ、幾つかの結合文字を作成することになった。とはいえ、仏教経典等にみら
31) インドの言語のフォントについては http://jeff.cs.mcgill.ca/ luc/indic.htmlここに詳しい。また、ネッ
ト上で入手可能なフォント全般については http://jeff.cs.mcgill.ca/ luc/fonts.htmlこちらを参照。

32) これに関しては、東京外大 AA研峰岸真琴氏に貴重なアドバイスをいただいた。
33) 筆者が借用した Thai TeXは、東京外大 AA研高島淳氏が作成されたものである。
34) チベット文字版に関しては、東京外大 AA研星泉氏に貴重なアドバイスをいただいた。
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図 4: 「文字焼き」多言語文字画像表示システムタイ語版)

れるサンスクリットの音写については様々な変則的なパターンがあり得るため、そう

したものへの対応は今後の課題とした。

3.2.4 アラビア文字（アラビア語版、ウイグル語版）

アラビア語、ウイグル語版に関しては、35)Arab TeXの転写方式を用いている。アラ

ビア系文字はほとんどの文字にUnicodeが割り当てられているため、インド系文字の

ように別にリガチャを用意する必要がなく、その点では比較的作成は用意であった。

ただ、アラビア語とウイグル語では表記のシステムが異なり、前者は一定の規則にした

がって文字が連結するのに対し、後者は基本的に文字が音節ごとに離れることになっ

ているため、使用している文字は同じでも、システムを別に作る必要があった。

3.2.5 日本語版

日本語は、英語版等のMS-Windowsでもインターネット上で無償で配布されている

Global IMEをインストールすればほぼ完全に扱えるので、日本語を入力することでそ

35) アラビア語に関しては AA研 COE研究員榮谷温子氏、ウイグル語に関しては、東京外大 AA研 COE
研究員菅原純氏に再三にわたる貴重なアドバイスをいただいた。
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れを用いるという前提で作成した。36)

3.3 まとめ

このシステムを利用することで、アジア諸言語語学 CAIプログラムは、HTMLの

フォームにASCII文字を入力するだけで必要な文字を含んだ問題を作成できるように

なった。

図 5: CAIプログラムの問題作成システムの一部

現在、このシステムを用いたCAIプログラムとして利用可能なものには、榮谷氏に

よるアラビア語 CAIがある。37)

36) 日本語スクリプト作成に際しては、 perl5.6の utf8機能及び Jcode.pmを利用した。
37) http://mojiyaki.aa.tufs.ac.jp/ nagasaki/CAI/class/arabiyyah/
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図 6: 榮谷氏によるアラビア語語学 CAIの一部

また、このシステムは、CGIプログラムにGET Methodを用いたことで、IMGタグ

を用いてHTML文書中に気軽に埋め込むこともできるようになっている。たとえば、

<img src= "http://mojiyaki.aa.tufs.ac.jp/

conv_CISA.cgi?sort=devanaagarii&size=25&color=blue ">

このような書式で sort=の値にASCII転写した文字列を入力すれば、当該文字列（こ

の場合はデーヴァナーガリー）の画像に変換されてHTML文書の中に表示されること

になる。この程度であれば、HTMLの書き方を多少覚えるだけで利用可能である。

さらに、この機能は、CAIプログラムのみならず、他のCGIプログラムから呼び出

して利用するのにも適しており、Web上の電子辞書の検索結果の表示等といった比較

的短いテキストの画像表示に有効である。現在では、たとえば、チベット語版に関し

ては東京外大AA研町田研究室のヒンディー語電子辞書や38)の星研究室のチベット語

電子辞典の39)や検索結果表示に用いられている。

繰り返しになるが、このシステムは、技術としては決して目新しいものではない。

将来的な方向性としては、Dynamic Fonts等の Font embeddingの利用可能な環境の割

合が一層高まっていくであろうことや、プロセッサの高速化やネットワークの広帯域

化していくであろうこと等を考えるなら、今後はDynamic Fontsや Java Appletといっ

38) http://www.aa.tufs.ac.jp/ kmach/hnd_la.htm
39) http://www.aa.tufs.ac.jp/ hoshi/tibetjiten/jitenframe.html
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図 7: 星研究室チベット語電子辞典の検索結果表示画面

た方法が主流となっていくであろう。しかし、現状のインターネットにおいては、可

能な限り幅広く対処できるものである。2001年 3月になって、パーソナルメディアが

「超漢字ウェブサーバ40) 」として、超漢字 OS以外の環境に対しては多漢字、多文字

部分の文字フォントを PNG画像で文字を出力するというシステムをリリースしたの

は、文字を画像で表示するシステムがまだ有効性を失ったわけではないという一例と

言えるかもしれない。41)

＊なお、参考文献については各注の中で記しているので、そちらを参照されたい。

40) 17万字超の文字をWebで表示可能であるとしている。http://www.chokanji.com/
41) なお、筆者はまだ「超漢字ウェブサーバ」を利用した経験がないので、このソフトウェアにおける
実際のシステムの有効性についてはコメントできない。早急に試用してみることを検討中である。
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